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(57)【要約】
【課題】　本発明は、安全で、安く、自宅で使用するこ
とが単純な、光を使用するニキビの効果的な治療するシ
ステムを提供する。
【解決手段】　皮膚疾患の治療用の装置および対応する
方法であって、ブラシヘッド部材を備え、それは複数の
毛の房のリングを備える第１部分を有し、第１部分は動
作中に選択された周波数で選択された角度範囲にわたり
振動する。ブラシヘッド部材は第２部分も有し、これは
第１部分と同心の複数の毛の房のリングを備え、動作中
において静止しているままである。少なくとも１つの単
色光源を備えられており、ブラシヘッドから毛の房と実
質的に同じ方向へ向けられる光を提供し、その結果、振
動するブラシヘッド作用するユーザの皮膚領域に光が影
響を与える。
【選択図】　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房のリングを含み、且つ動作中に選択された角度にわたって振動する第１の部分を備え
るブラシヘッド部材と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源を備え、光はブラ
シヘッド部材から向けられる、装置。
【請求項２】
光は単色である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
治療される皮膚疾患は、ニキビである、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
皮膚疾患の治療に適した光を生成する複数の光源を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
光源は、すべて同じ波長を有する、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
光源は、２つ以上の波長を有する、請求項５に記載の装置。
【請求項８】
光源は、単色である、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
光は、連続光である、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
光は、パルス光である、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
光源は、ブラシヘッドから離れたハウジング内に光エミッタを備えている、請求項１に記
載の装置。
【請求項１２】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から透明な毛を通して向けら
れる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から、第１部分の開口に配置
された光導波管を通して向けられる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の透明な毛を通して向けられ
、第２部分は第１部分を同心状に取り囲み且つ複数の毛の房のリングを備え、第２部分は
動作中において静止したままである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の開口に配置された光導波管
を通して伝達され、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状態で同心状である、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１６】
光は、ブラシヘッドの中心近傍に位置する一つ又はそれ以上の光導波管から向けられる、
請求項１１に記載の装置。
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【請求項１７】
光源は、ブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
光エミッタは、ブラシヘッドの第１部分にある、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
光エミッタはブラシヘッドの第２部分にあり、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状
態で同心状である、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
光エミッタは、ブラシヘッドの中心の近傍にある、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
更に、ブラシヘッドと皮膚との間の接触を検知するための回路と、皮膚との接触がなされ
たという検出回路からの指示に応答して光源をオンにする制御回路を備え、その結果とし
て光がブラシヘッドから向けられる、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
制御回路は、ブラシヘッドと皮膚との接触が無くなった場合に光源をオフにする、請求項
２１に記載の装置。
【請求項２３】
更に、ブラシヘッド部材によって作用された領域における皮膚に対して皮膚治療製剤を付
与するためのアセンブリを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
皮膚疾患の治療のための方法であって、
皮膚を損傷させることなく反対方向に皮膚を伸ばすために、選択された周波数で選択され
た角度にわたって回転する皮膚ブラシ器具によって皮膚に往復の応力作用を付与し、
皮膚ブラシのブラシヘッド部から皮膚ブラシによって応力作用が付与された領域へ、選択
された皮膚疾患の治療に適した少なくとも一つの波長を有する光を照射する、方法。
【請求項２５】
選択された周波数は６０～７００Ｈｚの範囲内である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
皮膚疾患はニキビである、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、皮膚製剤の効果は光の作用および／又はブラシの作用によって増強される、請
求項２４に記載の方法。
【請求項２９】
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、光の効果は製剤によって増強される、請求項２４に記載の方法。
【請求項３０】
光は、複数の光源によって生成される、請求項２４に記載の方法。
【請求項３１】
光源は、単一の波長を有する、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
光源は、二つ以上の波長を有する、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
複数の光源は、ブラシヘッドの第１の回転部分にある、請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
光源は、ブラシヘッドの静止部分である第２の部分にある、請求項３０に記載の方法。
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【請求項３５】
光源は、器具のハンドル部に配置された光エミッタを備え、光エミッタからの光は器具の
ブラシヘッドから向けられる、請求項２４に記載の方法。
【請求項３６】
光源は、器具のブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、請求項２４に記載の方法
。
【請求項３７】
光源は、連続光である、請求項２４に記載の方法。
【請求項３８】
光源は、パルス光である、請求項２４に記載の方法。
【請求項３９】
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房を備えると共に停止／中立位置に関して往復移動する第１部分と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源とを備え、光はブ
ラシヘッド部材から向けられる、装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、概して人間の皮膚疾患の治療に係るものであり、より具体的には、振動するブ
ラシヘッドを持つ皮膚ブラシで狭周波数帯光源を用いた、皮膚疾患のための治療に関する
。
【背景技術】
【０００２】
様々な疾患を引き起こす周知のバクテリアが多く存在している。Ｐ（プロピオニ）バクテ
リアニキビは、一般には尋常性座瘡として知られている人間のニキビ皮膚疾患の原因とし
て表明されており、それは米国において最も一般的なものとして扱われている皮膚疾患で
ある。ニキビは、長い間若者の問題であったが、成人でもしばしば罹患するものである。
特に若い人々にとって効果的なニキビ治療は、醜いニキビ皮膚疾患に起因して起こる身体
的および感情的影響の両方により、大変重要視されている。
【０００３】
ニキビは最初、思春期の間にできるものであるので、自己像が形成されるときに、それが
軽度のケースであっても学校での成績を含む個人の心理社会的発達に大きなマイナスの効
果を及ぼす。更に、通常は長期間の瘢痕化効果を伴い且つ外観を損なう重傷のニキビ疾患
に対して穏健な人は、しばしば顕著であるが、人生を通して職業選択および就業機会に影
響を及ぼすと主張している。
【０００４】
上記したように、ニキビは（思春期の）若者にもっとも多く現れるが、常に１０代の終わ
りに解決される訳ではなく、特定の個人に対しては４０代まで続く。幾つかのケースでは
、ニキビの発現が２０代の中ごろまで起こらない場合もある。
【０００５】
上記の理由のすべてから、ニキビは重大な疾患であり、人口の大部分および多くの年齢層
に影響を与えると認識することが重要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
ニキビ治療は、食事制限、抗生物質（経口と局所投与の両方）、あるいは太陽光や他の光
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源への露光を含む。レチノイドやホルモン処置治療も利用される。食事制限は、一般的に
予想し得ない結果を生むという問題がある。経口抗生物質はニキビ治療に成功裏に用いら
れているが、イースト膣炎、胃腸への副作用、光線過敏症を含む欠点を有する。レチノイ
ドは、妊娠の可能性がある女性には勧められず、またしばしば乾燥（乾燥肌）、紅斑、口
唇炎、結膜の焦燥、脱毛症の原因となり、同時にホルモン療法は患者を血栓塞栓症、女性
化（男性の）および他の好ましくない効果の危険にさらす。抗生物質の局所投与もまたニ
キビ治療に用いられ、レチノイド、過酸化ベンゾイル、サリチル酸および抗生物質を含む
。これらの治療法のそれぞれは、幾つかのケースにおいて好ましくない皮膚表面反応を含
む、特定の好ましくない副作用を有している。
【０００７】
太陽光にさらすことを含む光治療も、ニキビ治療に用いられている。過去にはニキビを扱
うために臨床的状況において紫外線光が用いられていたが、皮膚がんの可能性からそのよ
うな治療はもはや勧められてはいない。紫外線光を用いる既存の臨床的装置は、高価で且
つ医療専門家によって取り扱われなければならない十分に注意すべきものである。光治療
の効果は幾つかのケースにおいて、選択された感光化学物質の使用によって増強される。
しかし、そのような光と選択された化学物質の組合せを用いる治療はしばしば不快であり
、スティンギング、紅斑、表皮の剥離作用および過敏症の原因となる。
【０００８】
ニキビ治療における新しい開発は、狭周波数帯光を伴うものである。これらの開発は以下
の特許および特許出願の中で開示されております。メンデスらへの米国特許５,５４９,６
６０は、６６０ｎｍの波長を持った光源を使用する。しかしながら、これは、特に有効で
あると証明されている訳ではない。リースとハースへの特許出願２００１００２８２２７
および２００１００２３３６３は、それぞれ、発光ダイオード（ＬＥＤ）の使用、および
４０７から４２０ｎｍの波長範囲の光を放射するためにフィルタリングされた４００ワッ
トのメ金属ハロゲン化物ランプを開示しており、それはあるニキビバクテリアに対して有
効なことを示された。ランプは顔全体を照らすために使用される。それらは大きく高価で
ある。一方、ＬＥＤは小さく（約０.１００インチ）、比較的低いコストである。
【０００９】
さらに、金属ハロゲン化物ランプは、必要な電力に対して非効率的で、治療されるべき皮
膚領域で著しい問題を引き起こす。臨床設定や監督が要求される。対照的に、ＬＥＤは、
１５-２０%の効率を持っている。
【００１０】
光を使用するニキビ治療に対して、自宅で実施できる有効な治療は無い。したがって、安
全で、安く、自宅で使用することが単純な、光を使用するニキビの効果的な治療法が開発
されることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
従って、本願発明は、皮膚疾患の治療用の装置を含んでおり、それは、装置のためのハウ
ジング部材と、複数の毛の房のリングを含んでいる第１部分（第１部分は選択された角度
にわたって振動動作する）と、ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシ
ヘッド部材と、ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、また、選択された皮膚疾患
の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源とを備え、前述の光はブラシヘッド部
材から向けられるものである。
【００１２】
更に、本願発明は、皮膚疾患の治療のための方法を含んでおり、皮膚に損傷を与えずに皮
膚を反対方向に伸ばすために当てはまること、１つの、前後に、指示に反対する際に皮膚
を伸ばすために選択された角度にわたって選択された周波数で回転する皮膚ブラシ器具に
よって皮膚へ往復の応力作用を与え、皮膚ブラシのブラシヘッド部分から、皮膚ブラシに
よって応力作用が与えられる領域に光（選択された皮膚疾患の治療に適した少なくとも１
つの波長を有する光）を照射する、ステップを含む。
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【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】Ｐニキビポルフィリンの吸収スペクトルに対する太陽光および他の従来の光線治
療用光源の放射スペクトルを示す図である。
【図２】紫青色ＬＥＤ（４０５ｎｍの波長）の放射スペクトルとＰニキビポリフィリンの
吸収スペクトルを比較した、図1の図形の部分のより詳細を示す図である。
【図３】図３Ａ，３Ｂ，３Ｃは、ニキビ治療用の本願発明の携帯型の装置を示す。
【図４】図４Ａ、４Ｂは、本願発明の原理を具現化する、ニキビを治療するために光を使
用する他の実施形態を示す。
【図５】本願発明の原理を具現化する、ニキビを治療するために光を使用する他の実施形
態を示す。
【図６】本願発明の原理を具現化する、ニキビを治療するために光を使用する他の実施形
態を示す。
【図７】振動するブラシヘッドを持つ皮膚ブラシの斜視図である。
【図８】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図である
。
【図９】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図である
。
【図１０】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１１】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１２】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１３】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１４】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１５】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１６】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１７】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１８】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図１９】様々な構造の狭周波数帯光源を組み込んでいる振動ブラシヘッドの平面図であ
る。
【図２０】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２１】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２２】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２３】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２４】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２５】図８～１９に関連する一部を切欠いた拡大側面図である。
【図２６】ブラシヘッドによる皮膚接触に対するセンサ制御を組み込んでいる、図８～２
５の装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
上記したように、選択された波長の光を提供するための、自然な太陽光およびフィルタを
具備する金属ハロゲン化物ランプを含む特定の光源からの光の両方が、尋常性座瘡（以下
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、「ニキビ」という）を治療するために使用される。フィルタリングされた光源は、ニキ
ビを診断するためにも使用される。暫くの間、太陽光による治療の成功理由は明らかには
理解されていなかった。さらに、太陽光治療は、太陽光中の紫外線（ＵＶ）を原因とする
日焼け、肌荒れおよび皮膚がんなどの好ましくない作用さえ伴っていた。
【００１５】
ニキビは、やや複雑な皮膚疾患であり、それは３つの皮膚のプロセスあるいは段階を基本
的に含んでいる。ニキビの発生における第１のプロセスあるいは段階は、微細ニキビ（mi
crocomedone（プラグ））の形成であり、それは、毛漏斗部（毛穴）に形成されたバクテ
リアの角化細胞、皮脂およびコロニーの微視的な集まりである。その後、微小ニキビは大
きくなり、コロニーとなった細胞の癒着力が高まり、結果として毛漏斗部（毛穴）の閉塞
を招来し、それは一方で微好気性環境を促進する。
【００１６】
第２のプロセス／段階は、皮脂生成割合の増大を含む脂漏として知られており、それはＰ
ニキビバクテリアに栄養素を供給する。これが、第１のプロセスに起因する閉塞されたニ
キビによって閉じ込められた毛嚢脂腺のユニット領域で発生する。
【００１７】
第３のプロセスでは、皮脂が豊富な環境に起因し、微生物のコロニー化が発生する。毛漏
斗部が微小ニキビによって閉塞されるようになる場合、毛嚢脂腺ユニット内のバランスは
逆転し、仮にｐＨと酸素の条件が閉塞されたニキビ内で正しい場合、バクテリアの数は増
え、病原性の効力を生み、極端なニキビ障害（吹き出物）に帰着する。このプロセスは、
濾胞壁への障害や脂質の噴出を含む。
【００１８】
Ｐニキビバクテリアが特定のポルフィリンを含み、それは可視スペクトル光を吸収する際
に、酸素がある状態において、その構造体中の電子の励起を生みだすことが発見された。
その後、励起された電子は、近くの酸素分子を一重項酸素遊離基へと分離する。反応性酸
素は一連の化学反応を誘発し、それはバクテリアを死滅させて終了する。
【００１９】
上で簡潔に述べたように、ニキビの治療で使用されていた従来の光源は、多くの好ましく
ない副作用に悩まされていた。具体的には、これらは、放射された光に第２の波長の光が
存在すること、広帯域の光源の入力所要電力の点から相対的に非効率であること、狭周波
数帯だけが実際に使用されることになっている場合に広帯域の光をフィルタリングするこ
との費用および複雑さ、発光装置による著しい熱発生、皮膚の露光を制限するために特別
で高価な設備や複雑な光学システムを必要とする点などである。露光時間は、実際的な自
宅での使用には過分である。従前のすべての光治療装置は、医学専門家の監督が必要であ
った。
【００２０】
本願発明では、フィルタリングなしで、Ｐニキビバクテリア中のポルフィリンの初期可視
光線吸光特性、つまり４０９ｎｍ（紫）の吸光度スペクトルピークに極めて近い狭周波数
帯光を実際に出力する光源が使用される。本願発明の装置によって出力される光は、その
波長の光でＰニキビポルフィリンを刺激する。図１は概して、ポルフィリンのピーク吸光
度および様々な光源のスペクトルを例示している。４０９ｎｍでのＰニキビポルフィリン
の吸光度ピークは１０で、太陽光の放射スペクトルは１２で示されている。それぞれ紫外
光、青色蛍光および赤色蛍光の光源はそれぞれ１４、１６および１８で示されており、金
属ハロゲン化物光源のスペクトルが２０でしめされている。太陽光、特に紫外線帯光の照
射は皮膚損傷および癌を伴い、同時に、赤色蛍光電球および青色蛍光電球ならびに金属ハ
ロゲン化物光源は、Ｐニキビポルフィリンに対して重要な波長の成分を相対的にわずかし
か含んでおらず、そのことがニキビの治療に対して非常に非能率的にしている。
【００２１】
本願発明は、Ｐニキビポルフィリンのピーク吸光度波長である４０５ｎｍに極めて近い狭
周波数帯の光を放射する光源を含んでいる。図２は、本願発明で使用される光源の放射ス
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ペクトル２５に対する、一般的なＰニキビポルフィリンの吸光度スペクトル２３を示して
いる。光エネルギーの損失をなくすように、光源はフィルタリングされていない。したが
って、本願発明は、医療専門家の援助なしで、便利で、経済的で、安全な自宅使用のため
に構成され適応されている。
【００２２】
本願発明の第１の実施形態が図３に示されている。それは自宅使用に適した短時間露光に
適当な携帯型装置である。全体として符号２６で示された装置は、ハンドル２７および単
色光源２８を含んでおり、それはハンドルの前方端２９に取り付けられ、所望の４０５ｎ
ｍの波長で光を放射する。示された実施形態では、単色光源は半導体光源、特にＬＥＤか
ＬＥＤアレイあるいはレーザーダイオードである。代替的に、光源は有機ＬＥＤか電界発
光素子、あるいは他の単色光源である。示された実施形態においてより詳しくは、光源２
８は４０５ｎｍのＬＥＤの４×４アレイであり、それは共通の相互接続基板に取り付けら
れている。しかしながら、他の寸法のアレイを使用することもできる。アレイは、単一の
ＬＥＤに対してより大きな光強度及び／又は増大した照射範囲を提供する。示された実施
形態のハンドル２７は、概して長方形で、便利な携帯型の使用のために寸法が決められて
構成され、ユーザの利便性のために角部において長手方向縁に沿って曲がっている。ＬＥ
Ｄアレイは、ＬＥＤに対しておよそ１５-３０ｍＡ、望ましくは２０ｍＡの電流を生成す
るバッテリーによって電力が供給される定電流回路によって駆動される。定電流回路およ
びバッテリーは、両方ともハンドル内に配置されている。７５０ｍＡに至るような、ある
いはさらに大きなはるかに高い電流構成も使用できる。
【００２３】
アレイ中の各ＬＥＤは、単一のニキビ障害の部位特異治療のためや、より大きな領域の治
療において皮膚を横切って移動するために設計されており、比較的強い光を放射する。放
射される光の強度は、１ｃｍ２当たり２０ｍＷ以下であり、それは有効ではあるが太陽光
よりは効果は低い。これは、５０ｍＷ／ｃｍ２まで高められる。現在、ＬＥＤは３５０～
７００ｍＡで２００～２５０ｍＷ／ｃｍ２の物が入手可能である。これは、恐らく一層の
ＬＥＤの開発とともに変化するであろう。放射される光は、太陽光よりＰニキビポルフィ
リンへの刺激において、太陽光のおよそ４０倍効率的である。図３の装置を使用する場合
の露光時間は、典型的には一日に１回か２回で数分程度となるであろう。従来のバッテリ
ーは、一般的に装置内で使用され、再充電可能なものが望ましい。装置は、オン／オフボ
タン３８によって起動される。
【００２４】
ハンドル２７の前方端２９からは、光学的光導波管（方向付け管）あるいはスクランブラ
４２が延びており、それは、ＬＥＤ光源２８から放射される光を、治療されるべき皮膚の
表面へ導く。光学的光導波管４２は透明な本体であり、それはアクリルから作られ、内部
が白色プラスチックで被覆され、白色プラスチックは光が反射し屈折して、導波管の内部
に戻って照射されるように二酸化チタンを含んでおり、ユーザの皮膚上へその出口ポート
４４で励起する。
【００２５】
装置２６は、さらにレンズ（図示略）のような光学素子を備え、それはさらに所望のスポ
ットサイズ上に放射された光を集中させる。
光方向付け手段４２のまわりに近接して、随意的な取り外し可能な光拡散器４６が延びて
いる。それは、自由端４７で終っており、光方向付け手段４２と概ね同じ面に存在してい
る。光拡散器４６の端部を通ってきた放射光は、長方形（４７）、円形（４７Ａ）、楕円
形あるいはその他の形状を含む様々な構成をとることができ、それは放射光の所望の構成
に依存する。
【００２６】
ハンドル２７は、さらに装置のための追加の電子制御部を収容することができる。それら
は、装置が安全な使用のための正確な位置にない場合に一時的に停止させるための回路を
含んでおり、それは表面との接触、露光時間が正確であることを確実にするための装置の
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動作を制御する時間的要素、所望の露光時間が終了した場合にそれをユーザに示すための
可聴的あるいは視覚的な表示、およびバッテリー充電状態を示す表示要素のようなもので
ある。
【００２７】
図３の装置２６は、単色のＬＥＤの使用のために有利であり、それは、低い熱発生と所望
の光波長だけの効率的生成という利点を有している。装置２６はこのように便利な携帯装
置であり、それは非医療従事者によって自宅で便利なように使用可能である。
【００２８】
図４Ａと４Ｂは、皮膚に直接取り付け可能で、図３の携帯装置に対して、従来よりも長い
時間にわたって使用するのに便利で快適なように設計された実施形態を示す。装置５０は
、１～５ｃｍにわたる領域の局部治療のために設計されている。光源（具体的には示され
ていない）は装置に一体化されており、バッテリー５６を備えた共通の相互接続基板上の
制御回路によって駆動される単一の４０５ｎｍＬＥＤを備え、それらすべては粘着性のプ
ラスチック片５８に取り付けられている。粘着性のプラスチック片５８は、治療の長さに
わたって皮膚に付けられるように設計されている。しかしながら、接着剤に加えて他の取
り付け手段も使用することができる。これらは、ベルクロ（登録商標）片やある種のマス
クやヘッドバンドを含む。ＬＥＤは、光出口ポート５９を通って、５ｍＷ／ｃｍ未満の比
較的低い強度の光を放射する。
【００２９】
装置５０は、光源と皮膚の間に、ＬＥＤを封入して約２～５ｍｍ程度の小さな空隙を作る
凸レンズ（図示略）を含んでいる。これは、光を広げて、望ましくは直径１ｃｍかその程
度で、光を出口ポート５９を通して皮膚の小さなスポットに向ける。スイッチ要素６２が
設けられ、それは、使用者によって便利にＬＥＤをオン／オフするためのものである。ス
イッチがオン位置である場合、ＬＥＤが起動されて、バッテリーが放電するまで、光はニ
キビ病変上に直接照射される。
【００３０】
代替的に、バッテリーと駆動回路はモジュール（それはユニット５０と離れている）の中
に配置することができ、ユニット上のＬＥＤに駆動回路とバッテリーを電線接続する。更
に他の電子部品が、露光時間の終了の表示及び／又はバッテリー充電状態あるいは他の情
報の表示のために設けられる。図４Ａおよび４Ｂの装置／ユニットは、低い強度での小さ
な領域の長時間露光（数時間）用に設計されている。取付部材は、治療中に手を自由にす
ることになる。
【００３１】
大きな治療領域（１００ｃｍ２を越える）にわたってユーザの皮膚への取り付けのための
別の実施形態が図５に示されている。装置７０は、比較的低い強度（５ｍＷ／ｃｍ２未満
）での光放射パターンを生みだすが、この値はより高くなりえる。治療領域への露光時間
は、数時間のオーダーである。装置７０は、単色光源７２および光ファイバーの織ってあ
る織物パッチ７４を含んでいる。織物は、パッチ全体が皮膚の治療領域の形に順応するの
に十分に柔軟である。パッチはまた、顔や身体の特定部位の輪郭と一致するために前もっ
て形作られてもよい。
【００３２】
ＬＥＤ７２からの光は、規定の受け入れ角度でパッチのファイバー束７６に伝達される。
図５に示されるように、光は、織物の曲がり７８においてファイバパッチから漏れて、織
物の表面にわたって相対的に均一な光の分配を実現する。反射要素又は層８５は、パッチ
の上面側から漏れた光を、皮膚に向けて戻すように方向付けする。光源、バッテリーおよ
び駆動回路は、織物パッチに取り付けることができるが、代替的にモジュールに取り付け
ることもでき、それが織物に結合される。織物パッチは、接着剤などを含む様々な手段に
よって、手を自由にした状態での治療のために皮膚に付けられる。
【００３３】
図５は、低い光強度（５ｍＷ／ｃｍ２未満）で比較的大きな領域を治療するための、皮膚
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への取り付けのために設計された別のパッチの実施形態を示す。パッチ８０は、成型され
たプラスチックシート８２および低粘着性層８３を含み、それは、装置を皮膚へ一時的に
固定するものであり、放射された光を透過させるものである。シート８２は、その縁部８
６で光源８４によって励起される。パッチ８０は、治療領域の形に合致するのに十分に柔
軟である。さらに、パッチは、顔や身体の特定部位の輪郭と合致するように前もって形作
られてもよい。
【００３４】
皮膚に近接するシート８２の下面は、それが浅い構造の模様を持つように成形され、それ
が単色光源からのシート内の光がその表面に対して垂直で皮膚に向けて放射されるように
する。模様のパターンは、光の出力がシートの全表面積にわたり比較的一定となるような
状態である。シート８２を覆う反射要素８７は、パッチの上面側から漏れる光を皮膚の方
へ戻すように方向付ける。
【００３５】
図４Ａ、４Ｂ、５と６の装置はすべて、低い強度で長時間（数時間）の治療をする装置で
ある。それらはすべて、接着剤、ストラップあるいは他の手段のいずれかによって皮膚に
固定されあるいは取り付けられる。その結果、装置は推奨される治療時間にわたって本質
的に手を自由にした状態で使用することができる。
【００３６】
従って、本願発明は、Ｐニキビバクテリア中にあるポルフィリンのピーク吸光度と実質的
に一致する、特定の波長を有する単色光源が用いられる光を使ってニキビの効率的で安全
な治療をしようとするものである。光は、ＬＥＤや例えばレーザーなどの他の本来的な単
色光源によって生成され、携帯型装置かパッチ型装置のいずれかに位置付けられ、自宅で
非医療専門家によって使用されることに対して装置が便利で安全で信頼できるように制御
される。
【００３７】
図７～２５は、動力式皮膚ブラシの振動するブラシヘッド部分へ組み込まれる、狭周波数
帯光源のさらなる実施形態であり、その光源は、ニキビやその他の皮膚疾患を含む特定の
皮膚疾患の治療のために、ＬＥＤやレーザーあるいは他の同様の装置のようなものである
。代表的な皮膚ブラシ器具は、図７に全体として符号１００で示されている。器具は、ハ
ンドル部分１０２および取り外し可能なブラシヘッド部分１０４を含んでいる。そのよう
な皮膚ブラシは、共に出願中の特許出願番号１０/８７３,５８４および１０/８７３,３５
２に示され、説明されている。それらの出願の両方は、本願発明の譲受人によって所有さ
れている。それらの出願の両方の内容は、参考としてここに組込まれる。
【００３８】
図８～２５に示される実施形態において、器具１００のブラシヘッドは特別の構成を持っ
ている。しかしながら、例示された光源との組合せにおいて、他のブラシヘッド構成およ
び構造も使用することができることは理解されるであろう。ブラシヘッド構造（図８が例
示である）は、外側部分１１０における２つの同心の毛の房の外側リング１０６、１０８
と、内側部分１１８における６つの同心の毛の房の内側リング１１２～１１７を含む。外
側部分１１０におけるリング１０６および１０８は、動作中において静止しているままで
あり、その一方で内側部分１１８中のリング１１２～１１７は選択された角度にわたって
回転する。一般に、この角度はおよそ２～３０°の範囲であり、好ましい範囲は５～２０
°である。振動は、６０～２００Ｈｚの可聴周波数範囲内で起こり、好ましくはおよそ１
７６Ｈｚである。外側部分１１０には、内側部分１１８の振動リングのための飛び跳ねバ
リアと共に、静止接触リングを提供する外側リング１０６および１０８とを備え、それに
よって内側部分の毛の房の振動作用が皮膚への損害あるいは害のない皮膚の有効なクレン
ジングのために、局所的な皮膚せん断応力が作り出される。この作用は、米国特許出願１
０/３４５,９０９号により詳細に記述されており、それは、本願発明の譲受人によって所
有されており、それらの内容は参照によってこれによって組込まれる。
【００３９】
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示された実施形態では、個々の外側リング１０６および１０８には５０個の房があり。そ
の一方で内側リング１１２および１１３は２４個の房を持ち、リング１１４と１１５は１
５個の房を持っており、リング１１６と１１７は各々１０個の房を持っている。しかしな
がら、この特定の配置を変えることができることは理解されるに違いない。別の実施形態
では、２つの外側リングは各々４０個の房を持っており、その一方で６つの内側リングは
２４個、２４個、１４個、１４個、１０個および１０個の房をそれぞれ持っている。リン
グの内側セットと外側セットの間の隙間は、中心間で０.１５４インチ（約３．９ｍｍ）
であり、その一方で房の間の縁部間距離は房の基部において０.０８４インチ（約２．１
ｍｍ）である。房は直径が０.０７０インチ（約１．８ｍｍ）である。房はそれぞれ多く
の個々の毛を備え、一般的にはおよそ２７０本であり、それぞれの毛は特定の寸法を持っ
ており、詳細は上記５８４特許に記述されている。別の実施形態では、１つの房当たり１
６４本の毛を持っている。１例における毛の直径は０.００４インチ（約０．１ｍｍ）で
、長さは０.２５０～０.６００インチ（約６．４ｍｍ～１５ｍｍ）の範囲で、好ましい範
囲は０.３００-０.４５０インチ（７．６ｍｍ～１１．４ｍｍ）である。あるいは、ブラ
シヘッドは基準の多くの毛の房を備え、ブラシヘッドは停止位置すなわち中立位置に関し
て往復移動する。その移動が皮膚のクレンジングのための局所的なせん断応力を作り出す
ことができる限りにおいて、その移動は縦方向、横方向あるいは他のより複雑な動きであ
る。
【００４０】
ブラシヘッド１０４には、複数の個々の光源が配置されており、その結果、いくつかの実
施形態では単一の光源が使用されるが、選択された波長の光がブラシヘッドから出る。
個々の光源は典型的に狭周波数帯であり、例えばおよそ４０５ｎｍ（深い青）のようなも
のであり、上記したように特にニキビの治療に用いられる。他の例では、乾癬、皮膚若返
り、真菌感染症、細菌感染、コラーゲン再生あるいは特定の皮膚癌を治療するための特定
の波長を含んでいる。これらは各々典型的にはそれ自身の特定の波長を必要とし、それら
の波長は現在知られているか、あるいは将来知られるようになるであろう。あるケースに
おいて、広帯域光源が特定の皮膚疾患を治療するために使用されてもよい。他の特定の波
長としては、２１０ｎｍ（ＵＶ－Ｃ）、４７０ｎｍ（青色）、５４７ｎｍ（緑色）および
６２７ｎｍ（赤色）を含んでいる。これらの光源の出力は様々である。現在、上に示され
るように、ＬＥＤでは３５０～７００ｍＡにおいて２００～２５０ｍＷ／ｃｍ２が利用可
能である。ＬＥＤは連続光でありえるかあるいはパルス光である。一般に、パルス光につ
いては、周波数は０.１Ｈｚ～１０ｋＨｚであり、発光時間が１μ秒～５μ秒で暗い時間
は０.０００１～１０秒である。周波数および発光／消灯のデューティーサイクルの好ま
しい範囲は、特定用途に依存して変わるものである。
【００４１】
図８は、上記に詳細に記述された特定のブラシヘッドを使用して、ブラシヘッド／光源の
組合せの１つの例を示している。多くの個々の光源１２４～１２４がブラシヘッドの内部
の（振動する）部分内に配置されている。この例において、さらに図２０を参照すると、
狭周波数光エミッタ１２６～１２６が駆動回路１２７と共に器具のハンドル１２９内に位
置している。光は、光源／伝達手段１２４の役割をするブラシヘッド内の個々の透明な毛
の房によって方向付けられる。図８の実施形態では、ブラシヘッドから光を伝達する全部
で１２個の毛の房があり、それはブラシヘッドのまわりで均等に割り付けられている。し
かしながら、異なる数の光伝達手段を異なる間隔で使用することができる。図８の実施形
態では、エミッタ１２６～１２６はすべて同じ波長を持っている。さらに、図２１は、ブ
ラシヘッド内の光源／光伝達手段が透明な毛の房１２４であるような構成にも適用可能で
ある。図２１では、しかしながら、エミッタ１３０もブラシヘッド内に配置され、駆動回
路１３２にエミッタ１３０を接続する電気的な接続線１３１も器具のハンドル１２９内に
共に配置されている。
【００４２】
図９は、図８の変形例を示しており、２組の一定間隔で配置された光を伝達する毛の房が
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使用されている。１組目１３３は一定間隔で配置された毛の房のリングで、それを通して
第１の狭周波数帯波長光が伝達され、その一方で第２組１３４は一定間隔で配置された毛
の房のリングであり、それを通して第２の狭周波数帯光波長が伝達される。従って、当該
組合せは単一波長あるいは複数（異なる）波長、あるいは必要であれば２つよりも多くの
波長を含むものでもよい。あるいは、２組の光波長が広帯域光であり、それぞれが選択さ
れた波長をカバーするか、あるいは特定用途に応じて狭広帯域光と広帯域光の光源の組合
せでもよい。
【００４３】
図８および９の実施形態に対する代替案が、図１０および１１に示されている。上に記述
されるように、図１０はブラシヘッド１３６を示している。ブラシヘッドの振動部１３８
の内部には、毛の房自体からは離れている複数の自己収容エミッタ１４０～１４０が埋め
込まれている。光エミッタ１４０は振動部１３８のまわりで均等に離れているが、それら
は異なる配置で位置決めすることもできる。光エミッタのための駆動回路は、器具のハン
ドル内に位置している。図１１は、図１０の変形を示し、そこではエミッタは１つより多
い波長を持っている。例えば、エミッタ１４２～１４２は１つの選択された波長であって
もよいし、その一方でエミッタ１４４～１４４（あるいは、エミッター１４２）は別の選
択された波長であってもよい。追加の波長を持つ追加のエミッタも使用することができる
。さらに、エミッタは、選択された波長範囲をカバーする広帯域のものや、あるいは狭帯
域波長および広帯域波長の組合せのものであってもよい。光源の波長は特定の皮膚治療に
関連するものである。
【００４４】
図１２および１３は他の実施形態を示しており、図１２の例では、ブラシヘッド１４６の
外側（静止）部分１５０に、単一波長の狭周波数帯光源／伝達手段１４８～１４８を複数
備えている。この実施形態において、さらに図２２も参照すると、個々の光導波管１５３
～１５３は光源／伝達手段として使用され、ブラシヘッド内のスロット中に位置決めされ
、ハンドル１５５内に配置されたエミッタ１５４～１５４を伴い、エミッタ１５４からの
光は光導波管に直接か、あるいはハンドル１５５内に配置された中間の光導波管１５６を
介して伝達される。
【００４５】
図１２は、図１２の構造の変形例を示し、そこではブラシヘッド１４６の外側部分１５０
のスロットにおける個々の光導波管が、異なる波長のエミッタを使用して１つよりも多い
波長の光を伝達する。この場合、光導波管１５８～１５８からの光は１つの波長であり、
その一方で光導波管１５９～１５９（光導波管１５８と交互に）からの光は別の波長であ
る。したがって、扱われる皮膚病に応じて狭帯域及び／又は広帯域の異なる複数の波長が
用いられる。
【００４６】
図１４および１５ならびに図２３は別の実施形態を示しており、そこではブラシヘッドの
内側（振動）部分のスロットに光導波管が設けられている。図１４では、エミッタ１６０
はすべて１つの波長を有しており、一方、図１５では、エミッタ１６１が１つの波長を有
し、エミッタ１６２（エミッタ１６１と交互に）は別の波長を有する。図２３は、ブラシ
ヘッド内のスロットに配置された光導波管１６３を伴う、ブラシヘッド内のエミッタ１６
０（図１４）あるいは１６１／１６２（図１５）を示す。電気的コネクター１６４～１６
４は、ハンドル中の駆動回路１６５に設けられる。
【００４７】
図１６および１７ならびに図２４は、更なる実施形態を示している。図１６では、回転す
るブラシヘッド部分１６７の開いた中央領域１６９内の単一のエミッタ１６６があり、そ
の一方で図１７は、第１の波長を備えたエミッタ１６８～１６８および第２の波長を備え
たエミッタ１７０～１７０がすべて中央領域１７１にあることを示している。図２４は、
ハンドル内に配置された駆動回路１７６へのインターフェースで電気的接続部１７２を備
えた、ブラシヘッド内のエミッタ１６６を示している。
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【００４８】
図１８および１９は、図１６および１７の変形例を示し、そこでは光導波管がブラシヘッ
ド１８０の開いた中央領域のスロット中に設けられ、ハンドル内のエミッタから光を伝達
する。図１８は、ブラシヘッドの振動部分１８４の中心における複数の光導波管１８２～
１８２を示し、すべてが１つの波長を有し、その一方で、図１９は第１の波長の光を出力
する光導波管１８６～１８６、および第２の波長を有する光を出力する光導波管１８８～
１８８を示している。
【００４９】
図２５は、駆動回路１９３と共にハンドル内に位置するエミッタ１９１～１９１と、図１
６および２４の単一のエミッタ１６６と同様に、ブラシヘッドの中心における光導波管１
９３への架橋光導波管１９５を示す。図１８および１９に示されているような、中心領域
の多数の光導波管も使用することができる。光源は、単一波長あるいは複数波長のいずれ
かであってもよい。
【００５０】
さらに他の実施形態では、光源は静止している毛の部分の外側における、ブラシヘッドの
周辺の辺りに取り付けられ配置されている。これらの光源は、さらに単一波長か異なる波
長であってもよい。
【００５１】
要約すると、器具の光源は、ブラシハンドルあるいはブラシヘッド自身に配置された１つ
又はそれ以上のエミッタを備え、その光は毛の房自体あるいはブラシヘッドのスロット内
に配置された光導波管を通して、あるいはエミッタから直接向けられる。エミッタは単一
波長あるいは複数波長を有していてもよい。波長は広帯域であってもよい。
【００５２】
ブラシヘッド（毛の房か光導波管、あるいは他の光伝達要素）内の光源は、ブラシヘッド
の外側の静止部分あるいはブラシヘッドの内側の振動部分、あるいは外側部分の外部でブ
ラシヘッドの周辺の辺りに配置できる。
【００５３】
剪断応力によって皮膚を曲げ、小さな範囲の皮膚を剥離させる振動動力ブラシの組合せで
、皮膚に損傷を与えることなく毛穴を開き、皮膚疾患の治療に関連する特定波長を有する
複数の光源の組合せによって、皮膚治療を遂行する際に光の使用に関する著しく高めた効
率を単独で提供する。特に、光源／皮膚ブラシは、高い効能のために、ニキビに対するポ
ルフィリンバクテリアのような特定の病原体を標的とする光の効果を増強する。迅速な方
法で皮膚を曲げることは、一方向にだけ伝搬すると知られている光を、長い所望の期間内
で、静止した皮膚表面上を光線が単に通過ことで通常生じるよりも広い治療領域で異なる
角度から接触させることを可能にする。
【００５４】
他の皮膚疾患も、特定の皮膚疾患に関連する適切な波長の光源によって治療できるかもし
れない。その治療は、多くの異なる皮膚疾患のために使用することができ、例えば、皮膚
の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低減、乾癬、脂漏症
、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、毛髪再生、傷の治療および皮膚がんの治療
を含む。
【００５５】
上記の組合せは、さらに、局所的な光反応製剤や光学エンハンサーの適用と組み合わせる
ことができる。ブラシの音波クレンジング作用は、６０～２００Ｈｚの振動周波数範囲に
おいて、皮膚の穏やかな剥奪を起こし、同時に光の効果が増強された吸収レベルを実現し
て製剤に影響を与える。特定の皮膚製剤が、皮膚の光学的特質の改善によって、より深い
浸透を実現することにより、治療のための光の効能を増大させる場合がある。
【００５６】
光治療において、有効な治療に先立って、皮膚ケア専門家は物理的障壁（例えば化粧、死
滅皮膚細胞など）をすべて取り除かなければならないことが理解されるであろう。両方の
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明で短くされる。
【００５７】
特に必要な場合は、ブラシの振動作用によって皮膚を曲げることは、光反応製剤を一層よ
く吸収させることができる。これは、光自体によって生成される、病原性の有機物あるい
は癌細胞の数や、あるいは他の治療作用を低減する効果を増加させる。増加した吸収性は
、ブラシ作用の１つの効果であり、そして光源は製剤を含んだ病原体あるいは細胞を活性
化することができる。これは、死滅している皮膚細胞および表面の残骸の除去により、皮
膚により深く浸透する製剤と光がより有効な結果を実現する。その製剤は、ポンプか同様
の作用の助けで器具の供給源を通じて供給するか、あるいは器具からは放している手など
によって個別に供給され、その後上記したような治療の光を伴うブラシヘッド作用が適用
される。製剤の付与と治療光皮膚ブラシの使用の間の時間は、特定の製剤に依存して変化
する。
【００５８】
図２６は、器具中のエミッタ１９２を起動する皮膚接触検出回路１９０を備えている実施
形態を示す。接触要素（ブラシヘッドあるいは他の要素）は符号１９４で表わされている
。オン／オフ制御スイッチ１９６はエミッタ１９２のためのものであり、オン／オフ制御
スイッチ１９８はブラシヘッドのためのものである。電源２００は、変調回路２０２を通
してブラシヘッドのための駆動回路２０４およびエミッタ制御回路２０６に電力を供給す
る。
【００５９】
動作中、ブラシヘッド１９４あるいは他の接触要素が皮膚に物理的に接触した場合に、皮
膚接触検出回路１９０がそれを検出する。接触が認識された場合に、検出回路１９０は光
エミッタ１９２の動作を起動するための光エミッタ制御回路２０６の動作を起動する。皮
膚接触が終了したことを検出回路１９０が認識した場合、それはエミッタ１９２を停止さ
せる。これは器具のより長い電池寿命に帰着し、放射された光によるユーザの目に対する
影響の可能性を低減する。
【００６０】
従って、皮膚への損傷なしで、皮膚に対する緩やかな応力 （往復、回転か他の前後振動
の何れか）を引き起こすために６０～２００Ｈｚの好ましい範囲中の周波数で５～２０°
の範囲の好ましい角度にわたって振動する振動部分を有するブラシヘッドを適用し、毛穴
を開き、皮膚をわずかに清潔にし、剥離しようとするブラシヘッドを組み合わせる装置が
記載されている。光源はブラシヘッド内に設けられている。光源はＬＥＤかレーザー、あ
るいは他の同様の光源である。１つの波長あるいは様々な皮膚疾患の治療に関係している
複数波長を有する光の影響は、ブラシヘッドの作用によって増強される。光はより深く浸
透し、より均一な効果を提供することができる。さらに、それは、特定の皮膚疾患に特に
適応された製剤の効能を増加させるという利点を持つ。
【００６１】
発明の好ましい実施例は例示の目的のために記述されたが、様々な変更、修正および置換
が、発明（それは後続の請求項によって定義される）の思想内で可能であることが理解さ
れるであろう。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月29日(2017.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材（１０２、１２９、１５５）と、
　ハウジング部材（１０２、１２９、１５５）に取り外し可能に取り付けられるようにな
っているヘッド部材（１４６、１８０）であって、所定の角度及び所定の周波数で停止／
中立位置の周りで振動する前記ヘッド部材（１４６、１８０）と、
　前記ヘッド部材（１４６、１８０）を振動させる駆動アセンブリ（１２７、１９３）と
、
前記ヘッド部材（１４６、１８０）内に配置された互いに離間した複数の光導波管（１５
３、１５８、１５９、１６３、１８２、１８６、１８８、１９３）と前記ヘッド部材から
離れて前記ハウジング部材内に位置決めされた複数の光エミッタ（１２６、１５４、１９
１）とを備え、該光エミッタ（１２６、、１５４、１９１）からの光が前記光導波管に対
して直接的に又は前記ハウジング部材内に配置した中間光導波管（１５６、１９５）を介
して伝達され、該光エミッタ（１２６、、１５４、１９１）は、所定の皮膚疾患の治療に
適した波長の光を放出することにより、該光が特定の時間だけ異なる角度で皮膚の治療領
域に到達接触することを許容して治療行為を行わせ、前記ヘッド部材（１４６、１８０）
及び互いに離間した光導波管（１５３、１５８、１５９、１６３、１８２、１８６、１８
８、１９３）は共に移動し、且つ前記ハウジング部材（１０２、１２９、１５５）から共
に除去可能である、装置。
【請求項２】
請求項１に記載の装置であって、光は単色である、装置。
【請求項３】
請求項１に記載の装置であって、光は、すべて同じ波長を有する、装置。
【請求項４】
請求項１に記載の装置であって、光は、２つ以上の波長を有する、装置。
【請求項５】
請求項１に記載の装置であって、光は、連続光である、の装置。
【請求項６】
請求項１に記載の装置であって、光は、パルス光である、装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
発明の好ましい実施例は例示の目的のために記述されたが、様々な変更、修正および置換
が、発明（それは後続の請求項によって定義される）の思想内で可能であることが理解さ
れるであろう。以下は、本願発明の出願当初の各種形態である。（形態１）
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房のリングを含み、且つ動作中に選択された角度にわたって振動する第１の部分を備え
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るブラシヘッド部材と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源を備え、光はブラ
シヘッド部材から向けられる、装置。
（形態２）
光は単色である、形態１に記載の装置。
（形態３）
治療される皮膚疾患は、ニキビである、形態２に記載の装置。
（形態４）
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、形態１に記載の装置。
（形態５）
皮膚疾患の治療に適した光を生成する複数の光源を備える、形態１に記載の装置。
（形態６）
光源は、すべて同じ波長を有する、形態５に記載の装置。
（形態７）
光源は、２つ以上の波長を有する、形態５に記載の装置。
（形態８）
光源は、単色である、形態７に記載の装置。
（形態９）
光は、連続光である、形態１に記載の装置。
（形態１０）
光は、パルス光である、形態１に記載の装置。
（形態１１）
光源は、ブラシヘッドから離れたハウジング内に光エミッタを備えている、形態１に記載
の装置。
（形態１２）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から透明な毛を通して向けら
れる、形態１１に記載の装置。
（形態１３）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から、第１部分の開口に配置
された光導波管を通して向けられる、形態１１に記載の装置。
（形態１４）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の透明な毛を通して向けられ
、第２部分は第１部分を同心状に取り囲み且つ複数の毛の房のリングを備え、第２部分は
動作中において静止したままである、形態１１に記載の装置。
（形態１５）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の開口に配置された光導波管
を通して伝達され、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状態で同心状である、形態１
１に記載の装置。
（形態１６）
光は、ブラシヘッドの中心近傍に位置する一つ又はそれ以上の光導波管から向けられる、
形態１１に記載の装置。
（形態１７）
光源は、ブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、形態１に記載の装置。
（形態１８）
光エミッタは、ブラシヘッドの第１部分にある、形態１７に記載の装置。
（形態１９）
光エミッタはブラシヘッドの第２部分にあり、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状
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態で同心状である、形態１７に記載の装置。
（形態２０）
光エミッタは、ブラシヘッドの中心の近傍にある、形態１７に記載の装置。
（形態２１）
更に、ブラシヘッドと皮膚との間の接触を検知するための回路と、皮膚との接触がなされ
たという検出回路からの指示に応答して光源をオンにする制御回路を備え、その結果とし
て光がブラシヘッドから向けられる、形態１に記載の装置。
（形態２２）
制御回路は、ブラシヘッドと皮膚との接触が無くなった場合に光源をオフにする、形態２
１に記載の装置。
（形態２３）
更に、ブラシヘッド部材によって作用された領域における皮膚に対して皮膚治療製剤を付
与するためのアセンブリを備える、形態１に記載の装置。
（形態２４）
皮膚疾患の治療のための方法であって、
皮膚を損傷させることなく反対方向に皮膚を伸ばすために、選択された周波数で選択され
た角度にわたって回転する皮膚ブラシ器具によって皮膚に往復の応力作用を付与し、
皮膚ブラシのブラシヘッド部から皮膚ブラシによって応力作用が付与された領域へ、選択
された皮膚疾患の治療に適した少なくとも一つの波長を有する光を照射する、方法。
（形態２５）
選択された周波数は６０～７００Ｈｚの範囲内である、形態２４に記載の方法。
（形態２６）
皮膚疾患はニキビである、形態２４に記載の方法。
（形態２７）
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、形態２４に記載の方法。
（形態２８）
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、皮膚製剤の効果は光の作用および／又はブラシの作用によって増強される、形
態２４に記載の方法。
（形態２９）
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、光の効果は製剤によって増強される、形態２４に記載の方法。
（形態３０）
光は、複数の光源によって生成される、形態２４に記載の方法。
（形態３１）
光源は、単一の波長を有する、形態３０に記載の方法。
（形態３２）
光源は、二つ以上の波長を有する、形態３０に記載の方法。
（形態３３）
複数の光源は、ブラシヘッドの第１の回転部分にある、形態３０に記載の方法。
（形態３４）
光源は、ブラシヘッドの静止部分である第２の部分にある、形態３０に記載の方法。
（形態３５）
光源は、器具のハンドル部に配置された光エミッタを備え、光エミッタからの光は器具の
ブラシヘッドから向けられる、形態２４に記載の方法。
（形態３６）
光源は、器具のブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、形態２４に記載の方法。
（形態３７）
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光源は、連続光である、形態２４に記載の方法。
（形態３８）
光源は、パルス光である、形態２４に記載の方法。
（形態３９）
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房を備えると共に停止／中立位置に関して往復移動する第１部分と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源とを備え、光はブ
ラシヘッド部材から向けられる、装置。
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